








要約:乳幼児突然死症候群(SIDS)の発症に関係すると考えられる育児習慣に関わるリスク

因子について SIDS 家族の会の協力を得て SIDS症例におけるアンケート調査を行ない、昨

年度の正常乳児のアンケート調査の結果と比較した。その結果、就寝時の姿勢で SIDS 症

例では腹臥位が多い傾向が見られた。また、SIDS 症例では発汗の程度が大きく、母親も

寒いときに着衣や寝具によって暖めようとする傾向があり、暖めすぎや体温調節障害に問

題がある可能性が考えられた。乳児期の栄養法では明らかな違いは見られなかったが、喫

煙は症例の母親でやや多いように思われた。


